
No.17  No.18  合併号　 新潟商工会議所女性会

ご 挨 拶

新緑に囲まれて開運祈願
～阿賀野市視察研修会～ 令和３年６月１日

県内女性会合同研修会
令和３年10月６日

創立20周年記念講演
令和３年10月15日

全国商工会議所女性会連合会 全国大会について 令和３年10月22日

日商ビジネスコミュニティ型補助金事業
「新潟市都市再生についての研究会」を開催

令和3年 新春講演会
新潟古町芸妓　伝承の想いを語る

「古町芸妓として」と題して古町芸妓の 津乃あおい 氏のお話を伺いま

した。あおい氏は、「コロナ禍のなかで古町芸妓として何ができるのか」
を考えたときに、①今までと変わらず芸事に精進すること ②芸妓の活動

を伝え続けること ③積極的にPRを

行っていくこと ④新しい生活スタイル

になっても、「古町芸妓」「おもてなし」
という言葉が新潟から消えないように

努力していくことが大事であると思っ

ている、と熱く語りました。
　講演会の後は、古町芸妓の舞を鑑賞

し、会員同士の親睦を深めました。

　ANAクラウンプラザホテル新潟において「これで

いいのか新潟県新潟市」編者の 鈴

木ユータ 氏より「新潟市  都市再生

の可能性を探る」と題し、女性会以

外の会員を含め58名の参加をいただ

き新潟市が大きく飛翔できる可能性

についてご講演いただきました。

　日本商工会議所のビジネスコミュニティ型補助金事業に応募し採択さ

れたため、研修事業委員会が担当し、女性会会員と外部専門家を交え、
新潟市の都市再生について3回の研究

会を開催しました。第1回目には、創

立20周年記念講演会の講師 鈴木ユー

タ氏にもご参加いただき、都市の再生

を考える上での戦略、展開方法、手法

等を検討しました。（右記参照）
（令和３年９月２日、21日、10月15日開催）

　第一線で働く女性経営者の集いとして、平成13年

12月に発足した新潟商工会議所女性会は、本年12月

に創立20周年の節目を迎えました。これもひとえに

歴代会頭をはじめ、会員の皆様の温かいご支援の賜

物と深く感謝いたしております。
　長引くコロナ禍により社会環境や日常生活は大き

く変化し、厳しい時代ではありますが、女性会の活

動方針である「地域社会への貢献」「経営者として

の学び」「働く女性の支援」を念頭に置き、女性の

力で輝く未来を次世代へと繋ぐため、これからも会員同士の和を大切に、
共に考え行動する女性会として切磋琢磨してまいりましょう。
　皆様、引き続きよろしくお願いいたします。

竹林会長

令和２年度・令和３年度の定時総会は書面決議とし、上程議案すべてが可決、承認されました。

記念祝賀会は
令和４年２月22日開催予定 講師：鈴木ユータ氏

（写真撮影：谷口雅彦）

　1700年の歴史ある「旦飯野（あさいいの）神社」でご祈祷を受け、新
緑に包まれた境内を思い思いに散策した後、明治・大正期に造られた邸
宅と日本庭園のある結婚式場・レストラン「五十嵐邸ガーデン」へ。代
表取締役社長古田秀衛氏から、クラウドファンディングや株式会社ス
ノーピークとのコラボレーション事業等、コロナ禍での新しい取組や心
構えについてお話をしていただきました。参加者からは「コロナ禍のな
か思い切って参加してよかった」「元気をもらった」「すっきりした」等
の感想が聞かれました。

　令和３年度は新発田商工会議所女性会が幹事を務め、ZOOMによるオ
ンラインでの開催となりました。今回は、新発田市で創業140年を誇る菊
水酒造株式会社社長の高澤大介氏が「続けてゆくこと」と題し“蔵の生
い立ちと、大切にしてきたこと”をテーマに講演しました。高澤氏は、「企
業の価値は“続ける”ことである。お客様の声を聴いて望みを知ってそ
れに向けたサービスや物をお届けすることで存続していく」、「想定外の
出来事が頻発する今こそ、新たな枠組みを創り出す大きな機会と捉える
べきである」と熱く語りました。

旦飯野神社の神様が宿るとされる
「御神霊石（ごしんれいいし）」

新緑の五十嵐邸ガーデン 次年度の幹事は、五泉商工会議所女性会です

令和３年２月25日　
新潟グランドホテル

　2021年度は日商・全商女性連が主体となって「第53回オンライン総会」
として開催されました。新潟会場参加人数11名。

　2021年度に予定されていた第53回福島全国大会は、１年程度開催時期
を延期し、「第54回福島全国大会」として2022年度に開催予定。



編 集 後 記 輝く女性のネットワーク

新潟商工会議所女性会
会員募集中！

新潟商工会議所女性会事務局（会員サービス課）
TEL 025-290-4411　FAX 025-290-4421

お問合せ・お申込み

新潟商工会議所女性会会報　■発行日／令和３年12月発行　■企画・制作／新潟商工会議所女性会広報委員会　（事務局  025－290－4411）

　新潟商工会議所女性会は今年で創立20周年を迎えまし
た。昨年からの新型コロナウイルス感染拡大の影響で、
予定されていた行事も進めることができず、この度は
17.18号の合併号となりました。これからの新しい時代に
向けて、社会全体でオンライン化が進む中でも皆様との
より深い交流、実りある活動ができるよう一日でも早い
収束を願っております。 （副広報委員長　岡田直子）

女性会会報 No.17 No.18 合併号

令和2年 研修会
令和２年８月５日　ホテルオークラ新潟

令和2年 講演会・納涼会
令和２年９月30日　ホテル日航新潟

令和2年 新春講演会 令和２年２月21日　ホテルオークラ新潟

スパ椿美人プレミア

笠原 道代 さん

㈱ラッティークイーン

村木 加奈子 さん

パジュ・ブレーン㈱

小田 芽久美 さん

（公財）真柄福祉財団

真柄 紀子 さん

ジェムバービー

大沼 直子 さん

ジブラルタ生命保険㈱

原  恵子 さん

㈱シアンス

伊藤 彩乃 さん

SKY's THE LIMIT JAPAN

中村 ちひろ さん

㈱ア・ミューズ

五十嵐 まり さん

㈱楽々

駒場 裕美 さん

（令和２年・令和３年入会）

（R3.12月現在 会員数 98名）

“心” の定義は自分で動くことである

　ナチュラルメディカル㈱ 代表取締役の 下條　茂 氏より、「企業と個

人の健康経営に効く心理学」と題してご講演いただきました。
　下條氏は、「会社経営では、経営者や社員が自分で動くことが大事で

ある。心を動かせるように仕事をしなければならない」、「丁寧に分かり

やすく、同じことを繰り返し話すことで心は動くもの」と述べました。

新型コロナウイルス感染症への対応を学ぶ

　新潟県福祉保健部長の 松本晴樹 氏を講師に迎え「新型コロナウイル

ス感染症への対応について」と題して研修会を開催しました。
　松本氏は、「新型コロナウイルスは、対策を取れば抑え込むことがで

きるが油断すれば感染する。重症度や感染力に幅があり、とらえどころ

がない病気である」と述べ、命と経済活動の維持・拡大を両立していく

ことの難しさを説明しました。
最後に、感染防止対策の徹底を

呼びかけるとともに、今後も各

関係機関と連携を取りながら、
柔軟かつスピーディーに対応し

ていきたいと強調しました。

真のおもてなしは見返りを求めない思いやりの心から生まれる

　銀座クラブ稲葉オーナーママ 白坂亜紀 氏より「銀座の流儀」と題し

てご講演いただきました。
　白坂氏は、「本当の “おもてなし” には見返りを求めない心と相手を

思いやる心が最も大事である。女性らしい優しさ、細やかさを生かして

輝くことができれば日本も元気になる」と語りました。

新 入 会 員 紹 介




